
 

 

 

 

 

 

 

3学期の始業式から1ヶ月が過ぎ、卒業式まで3週間、修了式まで1ヶ月半となりました。 

新生徒会による本格的な活動開始、高校入試、部活動の各種大会等、1月は「行く」と言われているように、あっという間に過

ぎていきました。一人ひとりの真剣な取り組みで、個の力が高まるとともに、その力が集団の力となり、それぞれの場で積極的

に取り組む姿が見られます。この 1 年の成長がうかがわれ、とても頼もしく感じています。今学期の残りの期間は、1 年の総ま

とめを行う大切な期間であり、また新年度の準備期間でもあります。それぞれの目標に向かい、着実に歩んでほしいと思います。 

全日本アンサンブルコンテスト中国大会 鹿中サウンドを響かせ 銀賞受賞  

2月1日(土)、鳥取市にある「とりぎん文化会館」において、全日本アンサンブルコンテスト中国大会が開催されました。 

大会前日、教室には応援メッセージが描かれていました。また、吹奏楽部の部員がマイクロバスに乗り込む際には、教室テラ

スから大きな声援がおくられ、全校の応援を力に、笑顔で学校を出発しました。 

そして、迎えた大会当日、アンサンブルコンテスト中国大会という大きな舞台に初めて立ちました。ステージ上の8名は緊張

の中、呼吸を整え、目と目とを合わせ、気持ちを一つに演奏を始めました。演奏曲は「オルケゾグラフィ舞踏曲集(トワノ・アル

ポ作曲／小野寺真編曲)」、ゆっくりしたテンポから軽快なリズムへ、息の合った素敵な演奏がホール中に響きました。部員12名

全員でつかみ取り、経験した大舞台! この経験を生かし、次の目標に向かい、大きく羽ばたいてくれることを期待しています。 

中学校の部には、島根県からは7校、全体で合計36団体が出場し、本校は銀賞を受賞しました。これまでの鹿島中学校吹奏楽

部の伝統に、新たな1ページが加わった1日となりました。ご支援、ご声援をいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

職業体験イベントに参加しました  

1 月 21 日(火)、くにびきメッセ大展示場を会場に、市内中学 2 年生(約 1,800 人)を対象とした中学生向け職業体験イベント

「MATSUE WAKU WORK(まつえ わく わーく)」が開催されました。 

このイベントは、今年度からスタートした事業で、参加者が市内にある企業60社の職業体験ブースを回り、地元企業の魅力に

触れるとともに、将来の進路選択の参考にしていくことを主なねらいとしています。 

イベント当日、バスで会場に到着すると、事前学習で調べた企業や当日の会場で興味をもった企業ブースの体験に参加しまし

た。実際に工具を使って作業するブース、スタッフの一員として普段の仕事の一部を体験するブースなど、どのブースにも笑顔

で体験している姿が印象的でした。将来のこと、今後の進路について考える貴重な体験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鹿島ふれあい学園・松江市立鹿島中学校 令和６年度 第 10号   (令和 7年 2月 13日：文責 山本) 

          

                                         <日々の活動を紹介 鹿島中HP> 



※日々の活動の様子、今後の予定については、本校HPでご確認ください。 

※日々の活動の様子、今後の予定については、本校HPでご確認ください。 

郷土の伝統芸能「佐陀神能」について学びました  

1月31日(金)と2月5日(水)、3年生を対象に、国の重要無形民俗文化財及びユネスコ無形文化財に登録されている「佐陀神

能」について学習会(2回シリーズ)を実施しました。 

1回目の学習会では、佐陀神能保存会(会長 石橋淳一さん)の皆さんに「佐陀神能」の歴史、それぞれの舞の特徴、伝統文化伝

承への思いなどについて、お話していただきました。 

2回目の学習会では、実際に「佐陀神能」を上演していただきました。ヤマタノオロチ退治を題材にした演目「八重垣」の上演

が始まると、会場の音楽室は厳かな雰囲気に包まれ、笛や鼓の軽妙な音色に合わせ舞手がゆったりと大きく動きながら作り出す

世界に誰もが引き込まれていきました。約400年の歴史がある「佐陀神能」を間近で観て、感じ、体験する貴重な機会となりま

した。郷土の伝統芸能にふれ、その魅力を感じるとともに、ふるさと鹿島を愛する気持ちにも繋がったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<生徒感想より> 

◆佐陀神能は、曲や動作などで人物の心情を読み取らないといけないことを知りました。また、それにより想像力が豊かになる

ことを知りました。 

◆佐陀神能はユネスコ無形文化財に登録されていて、身近にすごい伝統があることに気づきました。この町に 400 年以上も続

いている伝統を、これからも大切にしていきたいと思います。 

進路の実現に向けて ( 職業調べ )  

 

力作が並んだ「ゆうあい作品展」  

  

授業公開日及び給食試食会、ありがとうございました   

 今年度最後の授業公開、そして給食試食会を 2 月 7 日(金)に実施しました。ご多用のところ、多くの保護者の皆さ

まにご参加いただき、ありがとうございました。 

1年生の「総合的な学習の時間」では、職業について調べています。 

社会には様々な職業があること、職業にはそれぞれ特色があること、

その職業に就くための必要な条件・資格等について、図書館の本やタブ

レットを使って調べています。 

将来の自分の姿を思い描きながら、集中して取り組んでいます。今後

は、調べた内容をまとめ、クラスで発表会を行う予定です。 

 今回の学習を来年度の「MATSUE WAKU WORK」、そして高校調

べ等につなげ、進路学習を計画的に進めていきます。 

2月5日(水)から2月10日(月)まで、島根県立美術館ギャラリーにお

いて「ゆうあい作品展」が開催されました。この作品展は毎年この時期

に開催され、市内の特別支援学級等の幼児・児童・生徒のみなさんの絵

や版画などの美術作品、書道、木工作品など、素敵な作品が数多く展示

されました。 

本校からも、今年度の学習において一生懸命に制作した美術・技術作

品、書道や裁縫に加え、活動写真の展示も行いました。 


